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１ 研究の背景と目的 

 身の回りには、ロマネスコやリアス海岸などのフラクタル構造があふれていることを知り、

予備実験としてヨーグルトの蓋からフラクタル構造を確認した。そこで、自分たちでフラクタ

ル構造を作れるのではないかと考え、金属の析出によってできる金属樹からフラクタル構造を

確認した。モル濃度の違いや金属の表面の違いなどの条件を変えることで析出される金属樹に

フラクタル構造の違いがあるか調べる。 

 

２ 仮説 

  析出方法によって金属樹のフラクタル構造は変わるのではないか。 

 

３ 方法 

１，６つのシャーレにろ紙を入れ、その上に銅板、鉄板、アルミ板(2cm×2cm)を 

２つずつ入れる。 

２，３種類の金属版を１枚ずつやすりで 50回削る。 

３, 硝酸銀水溶液(0.1mol/L,0.5mol/L)をそれぞれ 10mlずつ入れ 

1時間後の反応の様子を確認する。                                                                                                   

４，時間を置き、しっかり反応させ、顕微鏡で観察する。 

 

４ 結果 

 顕微鏡で観察したところ、条件を変えることで析出した銀樹の形状はそれぞれ異なるものだ

った。銅板では変化が大きく、0.5mol/Lより 0.1mol/Lのほうがより細かく銀樹が析出した。ア

ルミ板では、わずかに銀樹が析出し、鉄板では観察できなかった。 

 

５ 考察 

 金属樹は、低いモル濃度で時間をかけて析出されるとより細かく生成される。 

 金属によって析出に違いがあったのは、今回使った硝酸銀水溶液と金属との相性があるため 

と考えられる。 
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